
 
高岡市多文化共生に関するアンケート 回答結果       

 

概要版 №１ 外国籍市民 
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（％）

 

会社の寮又は会社が

指定した賃貸住宅, 

37.4%

持ち家, 

30.1%

自分で選んだ

民間賃貸住宅, 

25.5%

公営住宅（県営・市営）, 

2.7%

       外国籍市民 2,000 人（無作為抽出）        令和 8年 1月～2月            郵便配送。回答はオンライン         
 
                                                548 件：回答率27.9％（不達数33 件） 

対象者 

有効回答 

回答方法 

言語 日本語、やさしい日本語、英語、ポルトガル語、ベトナム語、中国語          

 

 回答者属性 

 

ブラジル, 

139, 

25.4%

フィリピン, 

113, 

20.6%
ベトナム, 

90, 

16.4%

中国, 

70, 

12.8%

インドネシア, 

41, 7.5%

ネパール, 22, 

4.0%

ミャンマー, 11, 

2.0%

パキスタン, 9, 

1.6%
その他, 

53, 

9.7%

日本語の能力 

調査期間 

 

30.6%

26.9%

24.3%

27.7%

16.1%

28.3%

45.8%

30.7%

27.2%

14.1%

日本語

やさしいにほんご

英語

機械翻訳した母語

NONネイティブが翻訳した母語

R3 R7

 

今学んでいる, 

47.7%
これから

学びたい, 

39.7%

今後学ぶ気は

ない, 12.6%

N=516

日本語の学習経験 市からのお知らせで希望する言語（複数選択） 

日本語の学習状況と今後の希望 

 

20歳未満, 25, 

4.6%

20代, 148, 

27.0%

30代, 177, 

32.3%

40代, 89, 

16.2%

50代, 72, 

13.1%

60代, 33, 

6.0%

70歳以上, 4, 

0.7%

 

永住者, 

192, 

35.0%

技能実習, 

87, 15.9%特定技能, 

72, 13.1%

定住者, 64, 

11.7%

技術・人文知識・国際業

務, 55, 10.0%

日本人の配

偶者等, 24, 

4.4%

家族滞在, 19, 

3.5%

永住者の配偶者等, 17, 

3.1%

日本語での会話 

 

 

ひらがな・ 

片仮名を読む 

 

 

漢字を読む 

 

 
 
日本語を書く 

N=548 

 

ない, 

12.6%

ある, 

87.4%

Ｎ＝R3：379 

N＝R7：548 

N=548 

N=516 

※日本で出生の 

者を除外 



 
高岡市多文化共生に関するアンケート 回答結果 

 

概要版№２ 外国籍市民  
 

地域の日本人との付き合いの有無 

地域活動への 

興味・参加意欲 

自治会の認知度 自治会に入ってよかったこと 

 

57.5%

49.6%

32.7%

31.9%

15.0%

地域の人と協力しあえる

いろいろな情報を得られる

地域に知り合いが増える

地域の行事などに参加できる

特にない 

話すきっかけが

ないから, 

66.7%

日本語がわからないから, 

13.6%

忙しいから, 

13.6%

地域の人に関心が無い

から, 4.5%
そのうち母国へ帰るから, 

1.5%

 

知らない, 

47.5%
知っているが、

入っていない, 

29.0%

知っているし、

入っている, 

23.4%

地域の行事・役割に参加しやすくなるためにあればよいと思うこと（自由記述） 

●参加してよいか、参加することが必要か、教えて欲しいです。 

●案内にイラストや写真の使用があると、外国人がより理解しやすくなると思います。 

●英語、またはやさしい日本語の表記があるといいと思います。 

●ゆっくり話してくれたら、もう少し理解し、会話しやすくなると思います。 

●ルールを説明してくれる人のサポートがあるとありがたいです。 

清掃活動・環境美化活動 

 

夏祭りなど地域の交流行事 
 
 

神輿などの祭礼行事 

 

こどもの交通安全活動 
・防犯パトロール 
 
高齢者や子どもを 
支援する福祉活動 

 

防災訓練・避難訓練 

（％）N=548 

 

親しく付き

合っている, 

20.4%

挨拶する程度, 

67.5%

付き合いはない, 

12.0%

「全く付き合いが無い」人の理由 

 
22.6

10.4

17.3

13.5

31.0

36.7

56.9

56.0

51.1

46.0

43.4

40.9

20.4

33.6

31.6

40.5

25.5

22.4

参加したことがある

参加したことはないが、参加したい

参加するつもりはない

 

ずっと住みたい, 

50.2%

今後5年以上は

住みたい, 

18.6%

わからない, 

23.7%

5年以内に国内の他都市に

行きたい, 4.7%

5年以内に国外に行きたい, 2.7%

これからも高岡市に住みたいか 

高岡市の生活であるとよいもの（上位 4項目、複数選択） 

 

35.2%

29.9%

22.8%

22.1%

やさしい日本語での行政情報の発信

公共施設での通訳や翻訳

外国人と日本人が交流できるところ

大人が日本語を学ぶ機会

N=548

N=548 

N=66 N=482 
N=548 

N=113 



 
高岡市多文化共生に関するアンケート 回答結果 

 

概要版№３ 外国籍市民・日本国籍市民 

 

 

住みやすい, 

50.9％
どちらかといえば

住みやすい, 

26.8％

普通, 19.9％

どちらかといえば住みにくい, 1.8％

 

とても満足, 

38.0％

満足, 35.8％

普通, 

23.5％

あまり満足していない, 

2.4 ％

高岡市の住みやすさ 

 
・高岡に住んでいて、とても幸せだ。父が亡くなった後、日本に来て暮らすようになり、私を温かく 

迎え入れてくれた。日本のコミュニティの皆さんに感謝している。（20 歳代、ブラジル） 
・80 年代に来日してから今日まで、この国で暮らしている。私にとって日本は、まるで生まれ故郷の 

ような場所だ。子供たちは皆ここで結婚し、孫たちも日本で生まれた。日本という国を非常に 

誇りに思っている。父は長崎出身の日本人で、時代と共に状況は大きく変わったが、私にとって 
日本は今でも素晴らしい国だ。この国と神に深く感謝している。（50 歳代、ブラジル） 

・ここでの快適で安全な生活に感謝します。外国人労働者として第二の故郷のように感じます。 

（30 歳代、フィリピン） 
・私は高岡市が大好きです。（20 歳代、インドネシア） （類似の高岡市への好意的な意見 40 件）  
・日本人と外国人の共生をより円滑にするため、日々尽力している方々に感謝しています。 

敬意と献身、そして学びを通じて、地域の方々に恩返しができればと願っています。 
自分たちのアイデンティティを失うことなく、この国の文化を学びたいです。（60 歳代、ブラジル） 

・日本の文化や市民を尊重し、住民としての義務もすべて果たしています。（30 歳代ブラジル） 

・私の家族は常に日本の法律と文化に従うように努めています。（30 歳代、ベトナム） 
・日本の文化や生活・働き方を学び、自身をより成長させたいと思っています（30 歳代、ベトナム） 
・私たちは日本が大好きですし、将来の平和で調和の取れた関係のために地域社会への役割は不可欠 

だと思っています。（30 歳代、フィリピン） 
・地域活動への参加に非常に興味があり日本人住民と外国籍住民がお互いから学び、友好的な関係を 

築けるような言語交換の機会を企画したり、参加したりできれば嬉しく思います。 

（30 歳代、スリランカ）               
・地域の住民とコミュニケーションをとって、日本語を学びたいです。（30 歳代、ブラジル） 
・オンラインではなく実際の人から文化や言語についてもっと学びたいです。 

私は対面での交流がとても大切だと思います。（30 歳代、ロシア） 
・外国人が日本語を学べる教室を増やしてほしいです。（30 歳代、中国） 
・パンフレットにもっと多くのふりがなを使ってほしいです。（50 歳代、ブラジル） 

・学校・病院にもっと通訳を配置してほしいです。（50 歳代、フィリピン） 
・いまだに多くの差別が存在しています。（60 歳代、ブラジル） 
・日本人の人々が外国人を差別しないことを願っています。（30 歳代、ベトナム） 

・誤解や偏見によって不安を感じることなく、自分の行動をいちいち説明したり、正当化したり 
しなくても、安心して生活できる地域であってほしいと思います。（30 歳代、ブラジル） 

 

 

252人

206人

206人

199人

96人

95人

78人

59人

41人

33人

22人

22人

17人

5人

5人

近所に住んでいる（いた）

一緒に仕事をしている（いた）

付き合いを持ったことはない

外国人が働く飲食店等を利用している（いた）

外国人の友人がいる（いた）

学校等で先生として教えを受けている（いた）

学校や教室で一緒に勉強している（していた）

商品やサービスを提供している（していた）

ＰＴＡ等を通じて一緒に活動している（いた）

外国人の親戚がいる（いた）

その他

趣味の集まりに一緒に参加している（いた）

学校や教室で勉強や言語を教えている（いた）

国際交流活動で一緒に活動している（いた）

無回答 （選択人数）
高岡市や多文化共生についての自由意見（一部抜粋）     

多文化共生の満足度 日本国籍市民 1,500 人（無作為抽出）     郵送配送。オンライン又は書面        

令和 8 年 1 月～２月        730 件：回答率 48.9％（不達数 6 件） 

 

10.1

6.0

19.0

9.2

3.6

4.7

8.4

23.4

19.3

44.5

43.7

29.3

41.4

49.3

52.7

56.7

28.4

32.2

47.9

38.4

28.1

9.0

14.1

2.2

9.0

13.2

8.5

8.2

4.5

3.8

5.6

5.6

6.0

6.8

5.6

高岡らしさや日本らしさが失われる

日本人の仕事がなくなる

治安が悪化する

こどもたちの国際意識が育つ

多様な価値観や文化で地域が活性化する

消費が増え地域経済の活性化につながる

企業や地域の活動を担う人材が増える

つよくそう思う ややそう思う あまり思わない 全くそう思わない わからない 無回答

外国人が増える影響についてどう思うか 

日常での外国人との関わり（複数選択） 

 

 

249人

206人

206人

200人

97人

95人

78人

60人

41人

32人

23人

21人

17人

5人

5人

近所に住んでいる（いた）

一緒に仕事をしている（いた）

付き合いを持ったことはない

外国人が働く飲食店等を利用している（いた）

外国人の友人がいる（いた）

学校等で先生として教えを受けている（いた）

学校や教室で一緒に勉強している（していた）

商品やサービスを提供している（していた）

ＰＴＡ等を通じて一緒に活動している（いた）

外国人の親戚がいる（いた）

その他

趣味の集まりに一緒に参加している（いた）

学校や教室で勉強や言語を教えている（いた）

国際交流活動で一緒に活動している（いた）

無回答 選択人数 N＝730

N＝548 

期間 

有効回答 

対象者 

回答期間 

（％）N＝730 



 
高岡市多文化共生に関するアンケート調査 回答結果 

 

概要版№４ 日本国籍市民 

 

 

 

63.6%

54.5%

42.7%

41.0%

38.9%
N=730

外国籍市民と 

暮らしやすい 

社会にするため 

外国人に 

してほしいこと 

（複数選択） 

〈多文化共生に関する自由意見（一部抜粋）〉 
・日常生活や災害時においては、言語の違いや文化の違いによる情報不足が、外国人住民のみならず
地域全体の混乱につながる恐れがあります。行政情報については、多言語対応に加えてやさしい日
本語を活用した分かりやすい情報発信を充実させる事が有効と考えます。ゴミ出し、防災、医療、
学校案内など生活に直結する情報を整備していただきたいと考えます。（50 代） 

・「やさしい日本語」は多国籍の人たちだけではなく、全ての人たちにとって、よりよいことだと思い
ます。（日本人にも）（70 代） 

・外国人がよく訪れる職場でサービス業をしていますが、文化や習慣の違いのせいか迷惑をかけられ
る事がよくあります。認め合い共生していく事は時間もかかり、お互い努力が必要だと思います
が、これからの日本には必要な事だと思います。（50代） 

・高岡は外国人との接触経験の少ない地域と思うので、外国人に対する違和感を取り除く行政計画施
策が必要と思います。そこを省いて受け入れを急ぐと、閉鎖的な考えの多いこの地域ではいろいろ
軋轢が生じると思います。（70 代） 

・差別まで届かないまでも「無知」「無視」が現状ではないでしょうか。多文化共生とは、「日本人が
あたたかくやさしく」と口にしていては始まりません。異なる背景を持つ他人との出会いを通じ
て、自分自身の中にある差別心や傲慢さを問い正し、共に人間として生きることです。制度やルー
ル作り、アンケートも大切ですが、「共に生きる」という言葉の深い敬意と共感の土壌を育む日本人
の方の教育も大切なのではと思います。（50 代） 

・私の外国人へのイメージは悪いです。それは悪いイメージを持つニュースをよく見るからです。良
い人もいると思うので、活躍などを紹介してみてはどうでしょうか。（30 代） 

・夕方に外国籍の人が集まっていると、ちょっと怖いです。どこにどれだけの外国籍の人がいるの
か、どの企業がどれだけ外国籍の人を雇用しているのか知りたいです。（60 代） 

・高岡市民が制度を整えるだけでなく、外国籍の方々も日本の生活様式やマナーを学び、自立して社
会に貢献しようとする姿勢が重要だと思います。単なる「援助」の段階から、お互いに権利と義務
を尊重しあい、対等な立場で交流を深める段階へシフトしていくことを期待します。（50 代） 

・日本人同士でも言えることですが、先住民が守ってきたことや、大切にしてきたことを壊さず、ル
ールを守ってくれる外国人であれば共生できると思います。（70 代） 

・人口減少にともない、日本人だけで解決できない事が多く出ており、外国人の力が必要だと思う。
（70 代） 

・日本でのルールは守っていただきたい。そうしてくださるのなら、地域交流などを通して歩みよれ
ると思います。外国の文化にも触れてみたいです。（30 代） 

・多文化共生という考え方は不要と思います。行政が多文化共生を目的に税金を使い活動することに
反対です。（60 代） 

・日本人同士であっても多文化共生だと思うので、お互いが認めあえる文化となることこそ願ってい
ます。（50 代） 

・少子高齢化と、働き手や地域の担い手の減少は、暮らしやすいまちづくりから遠ざかる原因になり
ます。お互いの考えや習慣を理解しながら、犯罪が起きないよう共に生きていける社会になればと
思います。（60 代） 

・外国籍市民の地域での疎外感を感じます。自治会などへの加入を促すように外国籍市民を優しく誘
導したり、地域での祭事に参加しやすくしたりするなど、市が外国籍市民の地域での立ち位置を確
立するべき（10代） 

・元々住んでいる日本人に、我慢を強いるようなことはしないでほしいです。外国人を優遇するので
はなく、日本人と平等に対応してほしいです。（40 代） 

・日本での暮らしのルールを随時紹介するよう、企業や地域に働きかけて欲しいです。（40 代） 
・外国籍の方を減らせとは考えていませんが、外国籍の方のために、本来提供すべき日本人に向けた
サービスが悪化する事は本末転倒であると考えます。（40 代） 

・外国籍の方々の犯罪などが心配です。治安が悪くならないような町になって欲しいです。（60 代） 
・同じ市民と考える事が必要。国内でも、地域によって違いがあり、外国人の考えが違うのは当たり
前です。（60代） 

・昨今世界中で移民問題がある中で安易に外国人を受け入れる事には大反対です。とくに犯罪の増加
や宗教の問題を危惧しております。日本に住む日本人が我慢を強いられる事が絶対ないようにして
もらいたいです。ただ日本に来る外国人が全て悪いわけではなく、しっかり日本のルールを守り文
化を尊重する方は来てもらっても結構です。（50 代） 

・みんなで作り上げていく地域なので、活動にも関わって貰いたいが、世代によっては外国籍に対し
て変な偏見を持っている人がいたり、地域の文化を一方的に押し付けるのも違うと感じます。互い
に共生していく地域を作るためには、互いの価値観も知る必要があると思います。（20代）     

外国籍市民に地域活動に 
参加してほしいか 

 

つよくそう

思う, 

11.8%

ややそう思う, 

46.3%

あまり思わない, 

20.8%

まったくそう思わない, 

7.4%

わからない, 9.5%

その他, 2.5%

外国籍市民が地域の担い手に 
なることの課題（複数選択） 

 

63.6%

49.7%

48.6%

37.4% N=730

外国籍市民と 

暮らしやすい 

社会にするため 

自分が 

できること 

（複数選択） 

挨拶など、日本人と変わらない 

対応で声掛けする 
 

差別意識を持たないようにする 
 
 
地域活動に受け入れ、共に行う 

 

わかりやすい日本語で、 

コミュニケーションをとる 

 

日本で生活するルールを外国人に 

丁寧に呼びかける、又は話し合う 

 

日本の文化・習慣を理解してほしい 

 
 

日本語を学んでほしい 

 

挨拶や声を掛け合うなど気軽に 
声をかけてほしい 

 

自治会への加入など地域の 

役割を担ってほしい 

 

地域の行事やイベントなどに 
参加してほしい 

言葉が通じない 
 
 

交流のきっかけや接点が無い 

 

地域活動の必要性を理解して 

もらうことが難しい 

 

日本人側に理解がなかったり、
差別意識を持つ人がいる 

 

60.8%

47.7%

45.5%

32.9%

31.9% N=730



 
高岡市多文化共生に係るアンケート 回答結果 

 

概要版№５ 自治会長 

 

      単位自治会長 605 名        令和 8 年１月～2 月         オンラインまたは書面          170 件：回答率 28.1％ 対象者 有効回答 回答方法 

外国籍市民の地域への影響「外国人が増えると」 

調査期間 

外国籍市民の自治会加入 
 

 

8.8%

4.7%

2.4%

52.9%

47.1%

28.8%

26.5%

38.2%

55.3%

1.8%

5.3%

9.4%

10.0%

4.7%

4.1%

1 強くそう思う 2 ややそう思う 3 あまりそう思わない

4 全く思わない 5 わからない

地域社会を担う人材が増え、

地域の活性化につながると

思いますか

多様な価値観や文化に触れる

機会が増えると思いますか

治安が悪化すると思いますか

「加入してほしいと思う」「どちらでも良い」 
選択者の理由（複数回答） 

 

加入してほしい

と思う, 68人, 

40.2%

どちらでもよい, 

65人, 38.5%

加入してほしいと

思わない, 36人, 

21.3%

 

115人

110人

82人

62人

28人

外国籍市民が地域社会の一員として 
活躍するために必要なこと（複数選択） 

※（複数選択）上位 5項目 

外国籍市民が地域社会の一員として 
活躍するために自治会としてできること 

※（複数選択）上位 5項目 

 

144人

92人

82人

34人

33人
N=167 

思う

53.5

%

どちらで

もよい

33.8%

思わない

12.7%

世帯員全員または一部が 
外国籍市民の世帯が 
住む自治会 

 

思う

32.1%

どちらでもよい

39.5%

思わない

28.4%

N=81

域内に外国籍市民が 
住んでいない自治会 

【外国籍市民の居住状況別】自治会に加入してほしいか 

N＝169 

 

94人

87人

75人

67人

36人

35人

31人

22人 N＝133

ゴミ出しや近所づきあい
などの生活情報の提供 

 
自治会主催のイベント 
（行事・防災訓練） 

 

自治会の紹介・加入依頼 
 
 

交流会の開催 
 
外国籍市民に配慮した 

既存のルールの見直し 

日本で生活するルールを守る 

よう呼び掛ける 

 

日本の文化や習慣を教える 

 

差別を持たないようにする 

 

外国の文化や習慣を理解する 
      
地域活動に参加を呼び掛ける 

コミュニケーション不足による 
トラブル防止のため 
 
地域のルールの理解のため 
 
地域の交流を促進するため・ 
共に生活し互いに支え合うため 
 
自治会に国籍は関係ないため、 
高岡市民であるため 
 
 
ほぼ全世帯が加入しているため 
 
地域住民が多様な文化や考え方
にふれる機会を増やすため 
 
地域の担い手不足のため 
 
一方通行の支援ではなく、本人 
自ら相談等に来てもらうため 

N＝170 

N＝71 
N=169 

 



 

 選択企業数 

N=６９ 高岡市多文化共生に係るアンケート 回答結果 
 

概要版№６ 自治会長・企業 

 

     高岡商工会議所会員企業 123 社         オンライン           

令和 8 年 2 月～3 月          69 件：56.1％ 
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調査協力  

外国籍市民を雇用する企業に、望むこと 

・技能実習生を雇用する企業も参加して地域活動に参加する形を作れば良いのでは。 

・雇用する外国人材を自治会や住民とつなぐ機会を作ってほしい。説明会など。 

・地域活動の大切さを企業が率先して伝える活動をしてほしい。 

・地域との連携をしっかりと取る姿勢を持つことが大切だと思う。   

・企業規則の厳守を指導するのと同様に、地域のルールを厳守するよう指導してほしい。 

・雇用企業に直接お願いすることもあるが、交通ルールを時々守ってないことがあるので、

守ってほしい。 

・雇用企業の担当者が居住予定の外国籍者と一緒に自治会長へ挨拶訪問してほしい。 

・トラブルに対する企業側の窓口を明確にしてほしい 

・外国人居住者の情報を自治会に知らせて欲しい。自治会への加入を勧め、仲立ち、 

サポートをして欲しい。 

・企業の社宅、寮として自治会内の空家を利用される場合、先に連絡をしておいてほしい。 

・災害時の避難訓練等を共同で実施することから、交流の機会を持ちたい。 

・単位自治会から労力提供等の呼びかけがあれば、協力してほしい。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                               

外国籍市民に対応や説明をする際に、効果があったと思うこと 

・自治会のルールや決まり事を文章にして配布する。 

・イラストやカードを活用してコミュニケーションを図る。 

・転入されたら、班長さんに訪問してもらい、その後すぐに会長訪問する。自治会の 

規定など説明兼ねて挨拶にいったほうがよい。連絡先も教える。親近感が生まれる。 

・スマホの翻訳機能を活用して会話したらある程度理解をしてもらえた。 

・市役所発行のイラスト付きごみ収集ガイドを渡したら、理解が進んだ。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                               

 

18

8

4

7

40

 

43.5%

30.4%

30.4%

26.1%

13.0%

8.7%

・自治会長を含めた地域との橋渡し  

・日本文化や生活環境を理解させて、法令遵守でルールを守り、 

日々あいさつを徹底し、自治組織に不安なく共生できるように 

指導教育する。 

・企業、外国人社員が一体となり地域社会での活動に参加していく。  

 

異文化・多様性への理解向上 

 
日本人社員への刺激・社内活性化 

 
特にない 

 
グローバル化推進への理解、 
意識醸成 

 
海外の拠点や取引先との 
関係の向上 
 

その他 

・地域における風習・習慣など、生活するために知っておいたほうが良いことが多いため  

・企業だけでは外国人従業員の日常生活の面倒を見るのも限界があります、地域でのコミュニ 

ケーションを円滑にすることで企業にも地域の声が届き外国人従業員へのフィードバックが 

できます。 

・人にもよりますが、日本人よりも地元に馴染もうと思っています 

・お互いを理解しあい、地域社会の構成員として協力し合い共生するために必要   

・地域社会の一員であるため    

・相互理解がない状態では、外国人住民に対して漠然とした不安を抱かれがちですが、交流を 

通じて「個人の顔」が見える関係を築くことで、そうした懸念は安心感へと変わります。 

真面目な気質を持つ従業員たちが地域の一員として認められることは、日常的な共生のみ 

ならず、地域防災の観点からも極めて重要です。互いに助け合える関係性を築くことが、 

結果として地域全体の安全・安心に寄与すると考えています。  

 

必要だと思う, 

69.6%

どちらかといえば

必要と思う, 

17.4%

わからない, 

8.7%

あまり必要とは思わない, 

4.3%

 

10

8

6

6

5

5

2

1

永住者

特定技能

技能実習

定住者

技術・人文知識・国際業務

日本人の配偶者

その他

永住者の配偶者

外国人材の雇用について（複数選択） 

外国人従業員の 
地域防災訓練参加 

外国人従業員が、地域社会の一員として 

地域の自治組織との繋がりを深めるためにできること 

外国人材雇用の社内への好影響（複数回答） 

N＝23 

回答方法  

有効回答 調査時期  

外国人材雇用の理由（複数選択） 

 

12

11

4

3

選択企業数

N＝23

能力で採用した人材が 

外国籍だった 
 

人手が足りないため 

 

自社の海外業務のため 

 

ダイバーシティ強化 
など社内活性化 

N=23 外国人従業員が地域と繋がりをもつことを必要と考える理由 
           ※「どちらかと言えば必要」の回答も含む 

外国人材の在留資格（複数選択） 

正社員として雇用  

 

派遣・契約社員として雇用 

 

パート・アルバイト等として雇用 

 

以前に雇用していた 

 

雇用したことが無い 

 

選択企業数 N＝69 

選択企業数 

N=２３ 


